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を地域包括ケア病棟に転換しました。
地域包括ケア病棟は post-acute、sub-
acute、respite などに利用できる在宅
につなげるための病棟です。現在の
ところ近森病院では急性期の治療を概
ね終わらせて自宅に帰るまでの post-
acute 目的に使用し順調に稼働してい
ます。県内でも多くの病院が地域包括
ケア病棟を有していますが運営があま
りうまくいっていない印象です。近森
病院での運営が順調な理由は三つある
と思います。
　一つ目は毎月 900 人もの多くの患
者さんが入院してきてくれていること
です。多くの入院患者さんが入院して
くれるおかけで回復期も含めた近森会
グループ内の連携で患者さんがあるべ
き時にあるべき場所にいられるように
出来ていると思います。
　二つ目は病棟への入室を看護師管理
に一任していることでしょう。重症
病棟と一般病棟の連携も以前から看護
師中心に行っていたことが今回の導入
をスムーズにした一因だと思っていま
す。
　最後三つ目は病棟常駐型チーム医療
です。看護師の少ない地域包括ケア病
棟では看護師は退院支援に多くの力を
注ぐことになります。栄養やリハビリ、
薬剤管理などを当院の強みである病棟
常駐型チーム医療で各職種が自立自動
して業務を行うことによりスムーズに
病棟運営が出来ていると思います。

　医療スタッフ各々が意識を持つこと
により救急搬送件数は 2016 年度 7,043
台と過去最高となり、長期入院の患者
さんが減り在院日数も確実に短縮して
きています。
　他病院の連携担当医師や看護師の方
が当院の転院調整の為に定期的に来院
する取り組みも始めました。数年前ま
では考えられないことであり地域医療
の機能分化が急速に進んでいることを
体感しています。

黒字基調に安定した経営収支

　一昨年の夏以降行った経費の徹底的
な削減も大きな成果をあげました。研
修費や図書費、材料費、薬剤費、電気
代、コピー代に至るまで職員皆さんの
ご協力のおかげで実質年間 5 億円もの
経費削減に成功しています。これらの
取り組みを職員一同で行っていただい
たおかげで、昨年からの経営収支は黒
字基調に安定してきています。
　一昨年の経営悪化で不安な気持ちに
なった方も多かったと思いますが、前
向きにご協力いただき本当にありがと
うございました。

地域包括ケア病棟の導入から
順調な運営へ

　高知県は全国に先駆ける高齢人口減
少県と言われています。本年度は上
半期の病床稼働率があがらず人口減少
の影響が徐々に出始めている印象でし
た。そのため 11 月に北４病棟 34 床

稼働率低下を招いた診療報酬改定

　2016 年 4 月の診療報酬改定で日本
の医療は大きな変化が起こりました。
　従来の看護師を既定の人数配置する
ことにより診療報酬が得られる「スト
ラクチャー評価」から、重症度・医療
看護必要度によりいかに重症の患者さ
んを多く診ているか、という「アウト
カム評価」が導入され、急性期病院で
は重症度をキープするために在院日数
を短縮せねばならず、稼働率の低下が
起こりました。
　回復期リハビリテーションのステー
ジでも FIM の改善率というアウトカ
ム評価が導入され同じく稼働率の低下
が起こっています。療養のステージで
も、重症患者さんの受け入れが一定割
合必要となり、大変切実な局面となっ
ています。
　すべてのステージで入院制限が起こ
ることにより稼働が低下し、経営状態
の悪化が起こっています。

各々が危機意識を持って

　近森病院は 5 カ年計画による建築コ
ストや、増床による先行的人件費増な
どが重なり全国でも最も影響が出た病
院だったと思います。8 月以降は「救
急受け入れをいかに増やすか」、「在院
日数をいかに短縮するか」をテーマに
ワーキンググループを招集し、実際救
急の現場で働く若手のスタッフで対応
策を考えました。

年 頭 所 感

社会医療法人近森会
　　　　　副理事長　近森  正康
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赤い椿
近森病院 HCU 病棟
看護師　辻   啓子

歳 時 記1 月 の

できるようにするとともに、目標の達
成度で個人を適切に評価できる仕組み
も、つくっていきたいと思っています。
　来る 2 月には近森会グループで初め
てとなる「学術集会」が行われます。
チーム医療をさらなる高みにあげるこ
とが出来る会になると思いますので、
職員の皆さんの多くの参加を願ってお
ります。

生き残れる病院に

　今年の 4 月には診療報酬・介護報酬
同時改定が行われます。多くの患者さ
んに選ばれる病院であり続け、質の高
いチーム医療を実践し、地域医療連携、
院内の病棟連携を行っていけば必ず生
き残れる病院になれると確信していま
す。
　昨年一年間本当にお疲れ様でした。
今年もどうかよろしくお願いいたしま
す。

ちかもり　まさやす

カーへと変化して、病棟業務は従来の
主治医性からチームで患者さんを診る
体制に変わってくると思います。当
院の対応としては 12 月から医師の IC
チップによる勤怠管理を開始し、勤務
状況を把握することから始めました。
そのなかで質を落とさずに初期臨床研
修や専門医研修を、どのように行って
いくか。それによって若手医師が当院
に集まるかどうかが決まると思ってい
ます。

個人を適切に評価できる仕組みを

　また、人材育成にも力を入れていき
たいと思っています。まず近森会グ
ループとして「地域において患者さん
に寄り添う医療サービスを提供する」
という目標を立てました。今後病院ご
とにビジョン、目標を掲げ部門ごと、
各職員一人一人が目標をしっかりとた
ててもらいたいと思います。
　職員みんなが同じ目標に向かいなが
ら、さらに各自の目標に向かって努力

医師の働き方改革が若手
医師獲得のポイントに

　また、医師の働き方改革は今後の医
療において非常に大きな問題になって
きます。「医師は労働者にあらず」と
いう考え方で長時間労働が常態的に行
われています。
　しかし、研修医の過労死問題など
を受けて厚生労働省は、「医師も労働
基準法に基づく労働者として今後は扱
う」という指針を打ち出し各医療機関
に対策をとるように求めています。
　おそらく、救急医療はシフトワー

　 赤 い 椿 の 花 言 葉 は
「気取らない優美」「謙

虚な美徳」「控えめな素
晴しさ」があります。
　この絵は 94 歳の患者さんが入院
中にリハビリで塗り絵されているの
をお借りしました。背筋をピンとの
ばして、ひと塗りひと塗り、とても
とても丁寧に描いていたお姿に感銘
を受けました。
　一年の始まりとして、椿の花言葉
のような女性を目指したいです。

つじ　けいこ
　エームサービス（株）は、近森会グ
ループ全体（本館・北館・リハビリテー
ション病院・オルソリハビリテーショ
ン病院・職員さん向けレストラン）の、
お食事を提供している会社です。全国
約 1,500 カ所の事業所（企業や病院な
どの施設）で、約 26,000 人の従業員
が日々食事、サービスを提供していま

す。
　弊社が初めて近森病院で食事提供さ
せて頂いた、1999 年から早いもので
18 年の歳月が流れております。患者
さんにとって、入院生活の中でお食事
は、非常に重要な楽しみだと考えてお
りますので、安全・安心で美味しい食
事提供を出来るよう日々従業員一同頑
張っております。
　昨今の診療報酬改定などで環境が変
化していますが、食事やサービスの質

（選択食やリハのバイキング・嚥下食
など）を維持しながら、患者さんが自
然に笑顔になるようなお食事を提供で
きるよう努力して参りますので、貴院
関係者の皆様と共に、今後も宜しくお
願い致します。

なかじま　かずとも

安心・安全で
　　　美味しいお食事を！

ザ・ＲＩＮＳＨＯ

エームサービス株式会社
四国事業部 1 地区　【高知・徳島】地区

地区支配人　中島  和友さん

絵：櫻木智恵子さん

前の頁から続く

▲職員さん向けレストラン
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いての理解にバラツキがあり、
今年度の当院看護部目標の評
価項目に地域包括ケアシステ
ムについて学ぶことを掲げ、
スタッフ間の意識向上を目指
し取り組んでいます。
　整形外科専門のリハビリテーション
病院として、急性期医療を引き継ぎ、
多職種と協働しながら日々のリハビリ
テーションに専念できるように環境を
整え、早期から退院支援を行い、入院
から退院まで患者さんに寄り添ったケ
ア・援助を行っています。
　患者さんが住み慣れた地域で生きが
いをもって生活ができることを目指

　団塊の世代が 75 歳以上となる 2025
年までに、地域包括ケアシステムの構
築が言われている中で、特に高知県は
全国に先駆けて高齢社会が進んでおり
実現していくことが急務となります。
重度な要介護状態となっても住み慣れ
た地域で自分らしい暮らしを人生の最
後まで続けることができるよう、住ま
い、医療、介護、予防、生活支援が一
体的に提供されるシステム作りが大切
となります。
　当院では、2014 年（平成 26 年）9
月より地域包括ケア病棟を開設しまし
た。スタッフ間では、地域包括ケア病
棟の役割や地域包括ケアシステムにつ

共に歩む、共に喜ぶ
　　　　～その人らしい生活を共に考える～ 

近森オルソリハビリテーション病院
3 階看護師長　岡村  美紀

 看 護 部 キラリと光る看護

し、患者さんやご家族を中心に、ケア
マネージャー等必要な関係機関の皆様
と連携し、安心して生活の再スタート
が図れるよう、また、後方支援病院と
して急性期病院、かかりつけ医、地域
の各関係機関の皆様と密に連携し、高
知県の地域医療の発展に貢献できるよ
う努めていきたいと思います。

おかむら　みき

2017 年 11 月 26 日

　近森病院附属看護学校で作曲家でピ
アニストの鍋島佳緒里さんとの名画コ
ンサート「ゴッホ、太陽は燃えつきた
か」を開きました。ステージ上で、参
加者の熱気が伝わってきただけでな
く、自分自身、鍋島さんの演奏に感動
して不覚にも涙ぐんでしまいました。
　この名画コンサートというのは、今
から 3 年半前に 35 年ぶりにヨーロッ

パから里帰りした際に、どうしても絵
の楽しさをもっと多くの人たちに知っ
てもらいたいと願って、通常の美術解
説のほかに、絵のイメージに合った音
楽を、生演奏でも楽しんでいただこう
と始めました。それ以来、紆余曲折し
ましたが、今回のゴッホ公演で、よう
やく「名画コンサート」が完成された
形に出来上がったと確信できました。

ベルギー王立美術館公認解説者　森  耕治 先生

ゴッホ、太陽は燃えつきたか

特別寄稿　名画とピアノのコラボレーション

　また高知の皆様と名画を介してお会
いできることを楽しみにしています。

もり　こうじ

▼毎朝病棟で行うラジオ体操

▲鍋島佳緒里さん

▲絵画解説ごとにピアノ演奏が

　美術史界の風雲児である森耕治
先生は日本でも広く認められるよ
うになり、昨年は宮中晩餐会に招
かれるまでになられました。
　今回の公演では、作曲家であり
ピアニストの鍋島佳緒里さんとの
完成度の高いコラボレーションを
見せていただきました。会場全体
が美術講演会を超えた芸術的な空
間に一変したことに本当に驚きま
した。
　今後のお二人のさらなるご活躍
を応援しています。

（近森病院副院長　入江博之）
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私の趣味

　すべては就職してから 10㎏以上
太ったことがきっかけでした…。周
りからは次第に「太ったね。なんか
顔変わったね。前の方がまだ良かっ
た」などの声が多く聞かれはじめ、
鏡に映る自分の姿を改めて確認し、
痩せることを決意しました。

　それから家の近くのジムに通い始
め、2 時 間 ほ ど の 運 動 を 週 2、3 回
するようになりました。今年の 6 月
頃から業務終了後や休日に通い、現
在 5 カ月が経過しようとしています。
これまでの経過としては、1 カ月過
ぎた辺りから、徐々に体重が 2、3㎏
ほど落ちはじめ、入浴時には腹部の
引き締まりを実感できるようになっ
ていきました。その後も引き締まる
自分の身体を見る度に喜びを感じ、
いつしかそれが快感と思えるほどに
なっていました。
　7 月に行われた健康診断の結果で
は、就職時より体重は減少し、さら

に筋肉量の増加を認め、喜びを抑え
きれなかった僕は、思わずガッツポー
ズをしてしまいました。
　趣味が筋トレというには恥ずかし
く、シックスパックや逆三角形には
程遠い僕の身体ですが…、身体が引
き締まる快感とともに、いつかは「趣
味は筋トレ」といえるよう、これか
らもダイエットに精進していきたい
と思います。

やまさき　こうじ

近森病院理学療法科　山﨑  晃治ダイエット

　私が着任した 2 年後、1983 年 4 月
に 6 階建てで新築移転をした時に長期
入院患者さんの大量退院計画を実施し
ました。
　当院は「早期退院で外来につなぐ」
を旨とする運営方針ですが、残念なが
らどんなに治療しても治らない、外来
通院のレベルにはならない方も何％か
はいます。もし、仮に 10％いるとし
た場合、病院は 10 年たったら、必ず
満床になり入院が必要な患者さんを受
け入れる事ができなくなります。
　当時の入院患者さんは長期入院の方
ばかりでした。そこで建築完成のタイ
ミングで、それまで漫然と長期入院し
ていた患者さんを自宅やアパートに退
院させました。退院が困難な患者さん
の転院を含め 30 名ほどになりました。

病院側も漫然と入院を続けていても診
療報酬は入ってくる、また家族も入院
していることで預けている気持ちにな
り入院が長期化していたのです。
　そこで、長期患者を一気に退院させ
たのですが、さすがに事務長が「何事
ですか！？」と飛び込んできました。
ですが、意向を伝えると理解は早く、
すんなりと受入れられました。心配
だった空床もすぐに埋まり、病院側に
もマイナスはありませんでした。
　今も「早期退院で外来につなぐ」と
いうモットーは受け継がれています。
もちろん、この運用がうまく回るため
には、早期に退院を準備し患者を支援
するチーム医療が重要となります。ま
た、やむを得ず長期療養が必要な場
合、転院を受入れて下さる病院とご家
族の理解があってこそ。当時はずいぶ
んソーシャルワーカーが頑張ってくれ

精 神 科 5 0 周 年 に 寄 せ て 　 第 4 回

近森病院精神科　田村  雅一

急性期の精神科として

ました。現在の平均入院期間 50 ～ 60
日は全国的にも短く、急性期はこうあ
るべきと考えています。
　ここまでが 1997 年 7 月に私がメン
タルクリニックちかもり院長になり明
神先生に第二分院院長を交代するまで
のお話です。ここからは明神センター
長へお願いしたいと思います。

たむら　まさかず

◀「ひろっぱ」1999 年 1 月号よりツーショット

現在の建物に移る前の 7 病棟（現オルソ病院立
地場所）　（1968 年 10 月完成）

▼ 1996 年第二分院での記念写真（新築移転 1983 年 4 月）
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一言と一口を目指して 感謝の心を忘れずに

スマイル・サンクス 新たな気持ちで

近森リハビリテーション病院
リハビリテーション部言語療法科
言語聴覚士主任　八井田  明子

近森リハビリテーション病院
リハビリテーション部言語療法科

言語聴覚士主任　野島  唯

近森リハビリテーション病院
リハビリテーション部言語療法科

言語聴覚士主任　橘   愛

診療支援部医事課
主任　津野 直美

　言語聴覚士になって 10 年の節目を
迎えます。今、山間部や高齢者が多い
高知という地域の特性を理解し、今後
の生活も見据えた言語訓練や嚥下訓練
を行うことが私たちの役割であると感
じています。スタッフも健康で働きや
すい場所を作り、切磋琢磨し、最良の
リハビリを提供できるように努力を続
けていきたいと思います。

やいだ　あきこ

　私は、多くの人に支えてもらいなが
ら仕事をしています。言語聴覚士とし
てもまだまだ経験は浅く、知らないこ
とも未だにたくさんあり、臨床場面で
困ることも多々あります。そのような
時、私の背中を押してくれる仲間が周
りにたくさんいます。日頃から感謝を
忘れずに、今度は私が背中を押してあ
げられる存在になれたらいいなと思っ
ています。

のじま　ゆい

　新人だった頃に、一緒に働いていた
仲間が ST の「S」は「smile」、「T」は

「thanks」だと教えてくれました。　
　いつも誰にでも笑顔で「ありがとう」
が口癖の彼女に憧れていました。あれ
から 15 年。
　 今 日 ま で の 自 分 を 支 え て く れ た
方々、たくさんの学びを与えてくれる
患者さんやご家族、チャレンジさせて
くれる環境に感謝し、笑顔で頑張って
いきたいと思います。

たちばな　あい

　社会人１年目から近森病院に就職
し、これまで先輩方や部署内外の多く
の皆さんに助けられながら今日まで勤
めてくることができました。この度主
任を拝命し身の引き締まる思いでいっ
ぱいです。
　まだまだ未熟な私が責任のある役割
を果たしていけるのか不安ですが、自
分自身が成長し少しでも周りのスタッ
フの力になれるよう、日々業務に励み
たいと思います。

つの　なおみ

乞！熱烈応援

初期研修医　前田将宏
　大学から高知にきて早 7 年。高知
に来てからお酒を覚えましたが、お
いしい日本酒がたくさんあり、魚も
おいしく、ひとたび街に繰り出せば
まだまだ知らないお店がたくさんあ
り、おいしいお店を探すことも楽し
みになっています。
　近森病院に入職してからここまで
で、いろんなことを経験させていた
だきました。Walk in 外来を最初に
見させていただいたり、病棟の患者
さんと実際に話をする中で、患者さ
んがいま必要としていることは何
か？何で困っているのか？というこ
とを考えられるようになってきた気
がします（まだまだ足りない面もあ
りますが…）。
　仕事以外でも、近森のよさこいに
参加させてもらい、いつぞやのひ
ろっぱでは大きい写真まで載せてい
ただきました。（編集の方ありがと
うございます！）ほかにも忙しい
合間をぬって、趣味のギターを弾い
たり、バンドをしたりと充実した研
修生活を送れるようになってきまし
た。今後もオンオフをはっきりとさ
せて仕事をしていきたいです。

まえだ　まさひろ

日常の中で
ハッスル研修医

そると近森会
保育室 　今回は芋堀り
遠足が悪天候で中止になり残念でした
が、「そると」にたくさんのさつまいも
が届きました。
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近森病院　病診連携を考える会

「日本の医療はすべて高齢者医療」－臨床医が知っておくべき問題点―

2017 年 11 月 30 日

近森病院
循環器内科部長

中岡  洋子

北里大学
北里研究所病院教授

猪又  孝元  先生

【一般講演】
「検査に頼らない

心不全診断」

【特別講演】
「これからの心不全管理

はどこへ向かうのか」

　第２回の東北大学教授荒井啓行先生
による ｢認知症を知り認知症対策を考
える｣ の講演は、認知症研究の第一人
者としての研究成果と多くの臨床経験
をふまえ、認知症の発症には、加齢・
糖尿病・高血圧・喫煙などの生活習慣
病、遺伝子などが関与し、変えること
ができるのは生活習慣病であること、

さらに認知症克服のための展望などの
話があった。
　第３回の国立長寿医療センター副院
長荒井秀典先生による ｢フレイルの意
義を考える；健康長寿のために医療専
門職が実践すべきことは？｣ と題した
講演では、｢フレイル｣ という概念が
わかりやすく解説された。私たちがこ

の ｢フレイル｣ の概念を、実際に日常
臨床に活用して、高齢患者さんたちへ
の医療の質の向上を図ることが大切で
ある。
　第４、５回にも、医師および医療ス
タッフの方々の多くの参加を期待して
います。

　　　　　　どい　よしのり

【第 4 回】1 月 11 日（木） 講師：東京大学大学院  加齢医学  教授　秋下雅弘先生

  　　　　「これからの高齢者医療：多病とポリファーマシーへの配慮」

【第 5 回】2 月 9 日（金）　講師：名古屋大学大学院  地域在宅医療学・老年科学  教授　葛谷雅文先生

　　　　  「超高齢社会におけるサルコペニア・フレイルの重要性：特に栄養に関する話題を中心に」

社会医療法人近森会
　　　学術担当理事　土居  義典

「認知症（第２回 11 月 7 日）」、
「フレイル（第３回 12 月 14 日）」
　　　　　　　　　の開催報告

東北大学教授
荒井啓行先生

国立長寿医療センター
教授　荒井秀典先生

　11 月 30 日（木）に、北里大学北里
研究所病院の猪又孝元先生をお招きし
て、「病診連携を考える会」を開催し
ました。
　地域の先生方に有益な医療情報を提
供させていただき、近森病院を身近に
感じてもらいたいとの思いで、副院長
の川井和哉先生に助けていただきなが
ら、今回の会を企画することになりま
した。
　当日は、院内外からたくさんの参加

があり、イスが不足する状態で開始と
なりました。まず始めに循環器部長の
中岡洋子先生の一般講演があり、その
後に猪又先生の心不全についての特別
講演がありました。猪又先生の講演は、
最新の医学情報と具体的な心不全の身
体所見のとり方を織り交ぜながら、時
に笑いを誘う大変素晴らしい内容でし
た。身を乗り出して聴き入ってしまい
ました。
　もっとも感銘を受けたことは、中岡

洋子先生の講演内容と猪又先生の講演
内容のポイントが一致していたことで
す。当院の初期研修医たちには、日々
近森病院で日本のトップレベルの教育
を受けていることを感じて欲しいと思
いました。
　これからも地域の先生方に紹介して
いただける病院を目指し、このような
会を企画していきたいと思っていま
す。

 いちかわ　ひろもと

近森病院消化器内科部長
　近森病院地域医療連携
　　　　　　センター長　市川  博源

近森病院を
　　　身近に感じてもらいたい
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第 160 回地域医療講演会　循環器疾患の漢方

第 20 回高知呼吸と循環の会

2017 年 11 月 17 日

2017 年 11 月 17 日

　井齊先生をお招きして、漢方の地域
医療講演会が開催されました。精神科

の宮崎先生が始められて今回で 9 回目
になりますが、今年も多くの方々にお

集まりいただき大盛況
でした。
　今回は、普段聞くこ
とのできない「循環器
と漢方」を敢えて演題
に選びました。井齊先
生もこのテーマで講演
するのは初めてと話さ
れていましたが、明日

からの日常診療に役立つ、とても分か
りやすい講演でした。
　私は講演の中で井齊先生が話され
た、「漢方薬は薬ではない」というフ
レーズが心に残りました。漢方薬はイ
ンチキだ！という意味ではなく、患者
さんによって効果が異なる漢方薬を、
薬と定義していいのか？という問題提
起です。今後の私の研究テーマになり
そうです。

　　　　　　 あさば　こういち

　今回の演者の森松教授は、1993 年
に岡山大学医学部を御卒業され、直ち
に岡山大学麻酔科へ入局し、2001 年
にオーストラリアのオースティンメ
ディカルセンターへ留学されていま
す。2013 年に麻酔科教授に就任され、
麻酔・集中治療の分野で、学会を牽引
している若手のホープです。
　今回のご講演 “ 早期回復を目指し

た周術期管理 ” は、急性期病院の近
森病院にとっては関係の深いご講演
で し た。 ご 講 演 は ERAS (Enhanced 
Recovery After Surgery) に始まり、術
後管理での色々な方面からのケアー
が、回復期に及ぼす影響について述べ
られました。内容は、ICU での周術期
管理チーム、すなわち周術期看護師、
リハビリ作業療法士、管理栄養士、歯

漢方薬は薬ではない

近森病院総合診療科
　　　　　　　部長　浅羽  宏一

科治療等、これらの分野が協力して少
しずつ術後患者の状態を改善する。こ
のことが患者の早期回復へ繋がるとの
内容でした。近森病院でも同様の方向
で術後管理が行われており、現在の方
向性に間違いないことが確認されまし
た。内容面では臨床上、参考になる点
が多く実に有意義なご講演でした。

こさか　まこと

早期回復を目指した
　　　　　　　周術期管理

昭和大学横浜市北部病院・麻酔科教授
麻酔科責任者　手術室長
近森病院麻酔科　非常勤医　小坂   誠  先生

静仁会静内病院院長　井齋偉矢先生▼

岡山大学大学院麻酔・蘇生学教授　森松博史先生▼
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部門、職種 受  賞  者 受　賞　理　由

1 近森病院整形外科
医師 西井  幸信

「3 年半続いた痛みも軽減した」、「手術後の治療にも気を配ってくださった」
といった感謝の声が多く寄せられています。患者の声をよく聴き丁寧な説明
や対応に安心感を与える真摯な姿勢、そして何よりその素敵な笑顔は何物に
も代え難く素晴らしいものです。皆の心を照らす存在です。

2 
近森病院
本館５階 C 病棟

看護師
和田  絢世

「最高のナースサービスだった」、「大変明るく何か心が落ち着く」といった
感謝の声が多く寄せられ、多くのファンができるほど。いつも明るい笑顔と、
治療に対する心配や緊張感を解きほぐす親しみある言葉かけなど、患者さん、
職員を含め、病棟を優しさで包み込む存在です。

3 
近森病院
リハビリテーション部

理学療法士
吉村  知洋

「丁寧で分かり易く、かつ何を一番に直さなければならないのか、対症療法
の在り方、立ち位置、根治療法の付き合い方等重要性を端的に伝えてくれた」、

「やる気を出させてくれ、スキルも高く、入院生活を変えてくれた」といっ
た心からの感謝の声が届いています。患者一人ひとりに真摯に向き合い、限
られた時間の中でも伝わる誠意を基盤とし、一人の人間として深い信頼関係
を結ぶ姿勢は医療人として賞賛に値します。

4 
近森病院
救命救急センター

（ER）看護師
橿尾  幸聖

ICU や救命救急病棟などの急性期病棟での幅広い経験を活かし、現在 ER で、
そのスキルをいかんなく発揮しています。現場での臨機応変な対応は、今ま
での経験があってこそだと思われます。

5 近森病院
手術室看護師 岩本  奈々

夜間休日を問わず心臓血管外科の緊急手術にいつも快く対応してくれていま
す。また、的確で細やかな仕事ぶりも大変素晴らしく、今後もハートセンター
の若きエースとして飛躍を期待しています。

6 
近森病院
画像診断部

診療放射線技師
田中  宏親

血栓除去の手術、ステントグラフト、TAVI の画像解析において、一翼を担う
存在です。また、循環器ライブでは、医師の要望にも迅速に対応し、着実に
多数精鋭の一員としてスキルアップしています。

7 
近森病院
本館５階 B 病棟

クラーク
松本 香奈子

周りが円滑に業務に専念できるよう、紹介状や必要書類の準備や整理など、
ハートセンターの裏方として大きな役割を担っています。検査や治療が立て
込んでいる中でも、あなたのサポートに随分助けられています。

8 
近森病院
本館５階 C 病棟

クラーク
竹崎 さとみ

入退院の多いハートセンターで「縁の下の工作員」として、地道に頑張って
います。あなたの隅々まで行き届いたサポートがあってこそだとスタッフ全
員が感謝しています。

患
者
ア
ン
ケ
ー
ト

と
く
に
好
感
が
持
て
た
ス
タ
ッ
フ（
個
人
受
賞
）

ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
個
人
受
賞
）

2017 年　近森会グループ　MVP

よさこい「ちかもり」のサプライズ演舞
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部　　門 受  賞  者 受　賞　理　由

9 近森病院
排尿ケアチーム

大野  直美
國澤  雅裕
谷村  正信

排尿ケアにおいて、病棟看護師と緊密に連携し、患者さんの尊厳確
保、転倒予防や寝たきり防止などに大いに貢献し、近森病院の質の
向上に寄与しました。

10 
近森病院　不整脈

・デバイス・アブレー
ションチーム

坂本   希 
西村 有司

専門性の高い治療において、最先端の技術や解析にも対応できるよ
う日々勉強や経験を重ね、通常業務以上の頑張りを見せてくれまし
た。今後のさらなる飛躍を期待しています。

11 総務部電話交換室 −

近森病院の声の窓口として大切な業務を、誠実にそして責任感を
もって遂行しています。「はい、近森病院です」という爽やな、優
しさあふれる声は、相手の緊張感を解すだけでなく、癒しを感じら
れる雰囲気までも備わっています。地域の皆さんを大切にするとい
う近森イズムを醸成するとともに、職員からの信頼も厚く、日々の
膨大な電話対応への奮闘に感謝します。

12 
近森オルソリハビリ
テーション病院

介護福祉士

行定 太佳子、畠中  由樹
杉村  尚英、吉本  典文
益原  奈々、楠瀬  正綸
南   博人、河邑  智功

濱田  珠見、須藤  朱里
佐竹 恵美子（看護補助）

患者さんが楽しく入院生活を送れるよう、自らの発案による夏祭り
やクリスマス会の開催など、毎回工夫を凝らし意欲的に取り組んで
います。また日々の患者さんへの心遣いも素晴らしく、患者満足度
に大いに貢献してくれています。

13 診療支援部
施設用度課

楠瀬  達也、向井  淳次
宮下  公将、松木  宏行

中山  千種

光熱費や備品など削減可能な範囲で、さまざまな提案や各部署への
協力要請に尽力し、経費削減の実現に大いに貢献しました。厳しい
状況の中の地道な奮闘を称えます。

14 
四国管財株式会社

近森病院本館
夜間総合受付

百田  哲司、岡本   卓
八松  秀夫、浜田  次郎

夜間の総合受付、見回り、会計、救急搬送など多岐にわたる業務を
担い、24 時間体制の救急病院として大切な役割を果たしてくれて
います。長期にわたり安定した活躍を見せてくれています。

15 近森病院
救急救命センター −

救命救急センターとして近森病院の根幹を担い、救急搬入件数増加
の取り組みを推進してきました。その活動が実を結び、昨年度は最
も多い 7 千件を超える受け入れを行うなど高知県下でトップクラス
の活躍をしています。また救命救急センターの指定後 5 年間の実績
が認められ、今年度より県から補助金を受けることができました。

16 

近森リハビリ
テーション病院

TOYOTA　GEAR　
ロボット班

兵頭  勇己、松本  治平
森国   裕、那須  勇太
久川   舞、西森  知佐

和田  仁美、宮崎  亜樹
岡田  耕平、中越昌浩
松本直美、山﨑勇気

TOYOTA ロボットの臨床研究においての優秀な発表は、近森リハビ
リテーション病院の優秀さを全国に知らしめるとともに、研究継続
の８病院の一つに選ばれるという偉業を見事に成し遂げました。

団
　
体
　
受
　
賞

▲入江副院長（乾杯）▲和田院長 ( 中締 )

▼研修医は今年も元気です▲表彰　四国管財株式会社  本館夜間総合受付

▲近森正康副理事長（挨拶）

第 1 回 近森会グループ学術集会 2018　タイムスケジュール
12：00 ～ 開会・近森正康大会長よりあいさつ

各会場へ移動 口演発表
ポスター発表（13：40 ～ 14：20）

消化器（１）、脳神経（４）、
救　急（２）、その他（９）12：20 ～

16：10

第一部
A 会場 B 会場 C 会場

心　臓（５）、
症例報告（２）

チーム医療（５）、
症例報告（２）

脳神経（５）、
症例報告（２）

第二部 消化器（３）、整形（４）精神（５）、褥瘡（２）地域連携（３）、その他（4）
第三部 優秀演題 （7） 日時：2 月 10 日（土）

12：00 〜 17：40
場所：近森教育研修センター

16：20 ～
17：20 特別講演 片山医院　院長　片山壽先生 （広島県）

【ご略歴】元尾道市医師会会長、尾道医師会地域医療システム研究所所長
17：20 ～ 最優秀演題発表・表彰式・閉会
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近森病院総合心療センター
5 階病棟　正堺  元康

曲げわっぱお弁当拝見 57

　２度目の成人式を機に、少しステッ
プアップね、と妻に渡されたお弁当
箱。「曲げわっぱ」なるもので、すぐ
に洗わないと汚れがとれなくなるか
らねという言葉つき。
　毎回、食した後は洗って持って帰

るのが私の役目と
なりました。
　妻によると、卵焼きには必ず何か
入れたくて具材を考えるのが楽しみ
だそうです。一緒に入っているデザー

トも楽しみの一つです。
しょうがい　もとやす

ARIA（Alliance for Revolution and Interventional Cardiology Advancement）2017 11 月 23 ～ 25 日

　2017 年 11 月 23 ～ 25 日 の 日 程 で
行われた心血管カテーテル治療に関
わる学会 ARIA (Alliance for Revolution 
a n d  I n t e r v e n t i o n a l  C a r d i o l o g y 
Advancement ) 2017 の一環としまし
て、24 日に近森病院から治療のライ
ブ中継を行いました。
　川井和哉副院長が学会理事会のコア
メンバーであり、ライブが実現しまし
た。冠動脈に 1 名、下肢動脈に 2 名

のゲストオペレータを招聘し、当院の
3 名のオペレータと治療を行ないまし
た。症例としては日常的に遭遇する複
雑病変を選択しました。
　治療戦略の構築や、刻々と変化する
状況への対処など、福岡の本会場のコ
メンテーターの先生方と回線を結び、
ディスカッションを行いながら治療を
進めました。非常に日常臨床に即した
有意義なディスカッションが行えまし

た。当院からの 7 症

例は全て合併症なく成功裏に終了しま
した。
　常日頃から多くののコメディカルに
支えられ、循環器の治療は成り立って
いますが、今回のライブの成功も彼ら
のサポートがあってのことであり、感
謝しています。
　最後になりましたが、ご協力いただ
いた患者さん方に、心からお礼申し上
げます。

やまもと　 さとし

近森病院循環器内科
　　　　　　　 部長　山本  哲史

心血管カテーテル治療のライブ中継

▲近森病院での手技が福岡本会場で生中継された

▲▼手技と解説を行う関部長

▼西田医師による PCI 症例紹介
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ARIA（Alliance for Revolution and Interventional Cardiology Advancement）2017

　感染防止対策加算 1 の医療機関が互
いにピアレビューする取り組みを連携
加算として診療報酬制度の枠組みの中
で規定されている。これら加算により
感染防止対策の質の向上、ハードとソ
フトの整備に努める必要がある。
　今回は高知医療センターと細木病院
の ICT が 1 日をかけて近森病院にサイ
トビジットに来ていただいた。書類審
査に始まり、3 病院の薬剤耐性 (AMR)

対策などの意見交換の後、2 班に分か
れて、手指衛生の直接観察を含めた環
境ラウンドを実施し、その後講評と
なった。講評では、高評価の点も多かっ
たが、部署によっては整理整頓清掃清
潔の 4S や資機材の配置、開封日の記
載、包交車やおむつカートの物品の多
さなどが指摘された。また、手指衛生
遵守率は 40~94% とタイミングによ
りばらつきがあり、さらなる遵守率向

上が必要である。
　 今 回 の 2 病 院 の 相
互訪問により ICT はじ
め全てのスタッフが
感染管理の必要性を
再 認 識 し、 基 本 に 忠
実で質の向上に努め
ていけると信じてお
り、 関 係 者 の 皆 様 の

ご協力に感謝申し上げる次第である。
きたむら　たつひこ

近森病院感染対策委員会委員長
　　　　　　近森病院外科部長　北村  龍彦

高知医療センター、細木病院からの訪問

　私は、ヘッドコーチとしてテクニカ
ルエリアに立っていた。こんな熱い時
間を今までどのくらい過ごしてきたの
だろう。選手は、声を掛け合いながら
まとまり、ひたむきに全力で走り回っ
ていた。そして、応援席からは、ウェー
ブの仲間たちの声援が響いていた。
　３年前の 2014 年 6 月に【日本一】
という大き過ぎる？目標を掲げ産声を
あ げ た 我 ら が「CitRungs Tossa」 は、
去る 10 月末に開催された第 17 回全
国障害者スポーツ大会の出場権を得て

高知県代表として全国各地から集まっ
た強豪９チームと共にピッチに立っ
た。試合で選手は、全国の強豪相手に
臆することなく、身体を張ってゴール
を守り接戦を演じ会場を盛り上げた。

結果は 8 位であったが、チームの姿
勢が評価されフェアプレー賞をいただ
いた。これも、今までご支援いただい
た皆様のおかげと心から感謝いたしま
す。　　　　　　　  なかごし　たいち

社会福祉法人ファミーユ高知
障害者福祉サービスセンターウェーブ
作業療法士主任　中越  太一

まさに「夢のような話」だった

チーム「CitRungs Tossa」● 第 17 回全国障害者スポーツ大会に高知県代表として出場権を得る

感染防止対策加算 1　連携加算　相互訪問報告 2017 年 11 月 17 日
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ワイン講座  ◦ 59

　正式名称は、アマダイを関西ではグジ、
同じようにカサゴがガシラなど呼ばれて
います。
　地方よって呼び名が変わることは、ぶ
どうの品種も同じ場合があります。
今回ご紹介するティンタ・ロリスはポル
トガル北部での呼び名で、ポルトガル南
部ではアラゴネス。スペインではテンプ
ラニーリョと同じ品種です。
　滑らかな果実味が特徴で、洗練された
しなやかな味わいを楽しむことができま

す。北部のドウロではスティルワインや
ポートにトウリガ・ナシヨナルと共に用
いられ、トウリガ・ナシヨナルの濃厚で
パワフルな味わいに、滑らかさと気品を
与える補助品種としての役割を担ってい
ました。
　後に紹介するキンタ・ドス・ロケスは、
1996 年にティンタ・ロリス 100％のワ
インを世に送り出し注目を浴びました。
このワインが各地で大きな反響を呼び、
これを機にポルトガルのワイナリーは

次々と単一品種のワインを
生産するようになっていき
ました。
　この品種から作られるワ
インは濃い色調で、味わい
はフルボディのものが多く、
酸味とタンニンは少なく感
じられ、リーズナブルで親
しみやすいワインが多くあ
ることから、需要は高まっています。。

鬼田知明（有限会社鬼田酒店代表）

ぶどう品種を知り、個性を探る
その 39 ポルトガル篇

ティンタ・ロリス

ティンタ・ロリス／キンタ・ドス・ロケス／ポルトガル、ダン地方● 生産者欄の「キ
ンタ」とは、フランスのシャトー、ドメーヌに当たる言葉で生産者元詰めの意味。
伝統と革新の見事なバランスをテーマに造りだされるワインはさらなる躍進を続
けています。黒い果実の香り、新樽からのバニラ香が心地よく、タンニン、果実味、
酸味のバランスがよく、滑らかでエレガントな味わいに仕上がっています。

職員
旅行

◦ 近 森 看 護 学 校 通 信  22 ◦

　開校して 3 年が経とうとしていま
す。振り返ると毎日、目の前の課題
を解決することが最優先で、形から

整えなければならない事柄が多かっ
たと考えます。特に開校 2 年目には
校舎移転もあり、まさしく、考えな
がら走り続けた 3 年でした。
　4 年目を迎える新年度は、1 期生が
いよいよ社会に出ます。これからは
形にしたことの内容と質を深め、卒
業生が自慢できるような学校となれ
るよう、そして一人でも多くの卒業
生が現場から求められる人材に育つ
よう教職員が共に考え、協力できる
体制作りに注力していきたいです。

ごとう　あやみ

新年度に向けての抱負
近森病院附属看護学校
事務局主任　五藤  綾美

　この度、中国・四
国リウマチ学会で研
修医奨励賞を受賞す
ることができまし
た。
　 院 外 研 修 が 続
き、準備もなかな

か進まず、先生方にはた
いへん迷惑をおかけしました。夜遅
くまで残って、疾患の知識だけでな
く、学会発表や文献探しの基本から
教えてくださった吉田剛先生、困っ
たときにいつも助言をくださった公
文義雄先生、近澤宏明先生にはとて
も感謝しています。
　2 年目になっても相変わらず要領は
悪いですが、ゆっくりでも一歩ずつ
着実に成長できたらと思います。

 たけのくま　てつや

一歩一歩着実に

初期研修医　竹之熊  哲也
◦学会発表演題名◦

　半月体病変に乏しく、
著明な尿細管間質性腎炎を呈した

顕微鏡的多発血管炎 (MPA) の 2 症例

受 賞 報 告▶ 東 京 デ ィ ズ
ニーランドのシ
ンデレラ城前で

▼天地淵瀑布にて

▼済州島の守り神 トルハルバン
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　当院は 2015 年に新病院へ引越しを
して、昨年８月に新病院では初めて
の夏祭りを開催しました。５カ月ほ
ど前から企画をし準備・設営などバ
タバタしましたが、当日は患者さん・
家族さんの笑顔をたくさん見ること
ができました。
　職員によるフラダンス披露やヨー
ヨー釣り・カキ氷などを実施し、外
部からお招きした中学生の合唱には、
学生さんの健気な姿に感動したり、
懐かしい音楽に触れ涙を浮かべてい
る患者さんもいて、夏祭りを企画し

てよかったなと思える瞬間でもあり
ました。
　季節の行事だけではなく、日々の
業務の中で時間を見つけて、患者さ
んの余暇時間に誰もが一度はしたこ
とのあるラジオ体操もやっています。
患者さんとスタッフが円になり、一
緒にラジオ体操をすることで顔を覚
えているようで、食事や廊下で会う
場面でも、患者さん同士が声を掛け
合っている姿を見掛けるようになり
ました。お誘いの声を掛けると、「○
○さんも行かんろうかね」との声も

聞かれ、ラジオ体操がいつの間にか、
患者さん同士のコミュニケーション
の場にもなっているようです。
　患者さんに季節を感じてもらえ、
なおかつ入院生活という限られた空
間での楽しみや、余暇時間を有意義
に過ごせるように、今後も介護福祉
士として知恵とアイデアを絞り出し
ながら、患者さんの入院生活の質の
向上を目指していきたいです。

にしがわ　ちえこ

リレー  エッセイ

近森リハビリテーション病院６階病棟東
　　　　　　　　　　　　　介護福祉士　西川  智恵子

入院生活での余暇時間のかかわり

　ポリオに罹患した方が、年齢ととも
に徐々に筋力などが低下するポストポ
リオにたいして、筋力測定や装具の検
討を行う「第 6 回検診会」がおこなわ
れました。
　毎回他県のポリオ診察を行っている
医師と義肢装具士が協力してくれます
が、今年は関東や東北からも参加が有
り、7 府県 11 名となりました。協力
の広がりにポリオ診察の奥深さを感じ
ます。ポリオ罹患者も 11 名参加され、

前回から開始になったレントゲンの撮
影も好評でした。ポリオの方だけでは
なく障害をもった方、装具を必要とさ
れる方に適切な装具処方が行われてい
くように今後も活動を続けたいと思い
ます。
　近森リハビリテーション病院では装
具外来を毎週木曜日午後に行っていま
す。ご相談は近森リハビリテーション
病院医療相談室にお寄せください。

わだ　えみこ

ポリオ診察の奥深さを感じ

第 6 回ポリオ検診報告 2017 年 11 月 4 日 クリスマスツリー
　毎年恒例、近森病院総合受付に
B I G ツリーが飾られました

近森リハビリテーション病院
　　　　　　　　　　　院長　和田  恵美子

▲ 12 月 22 日、ハビリテーリングセンターで
マグロ解体ショーを行いました
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編 集 室 通 信
　弓道の恩師から教わった「真・善・美」
という言葉を思い出した。真とは、偽り
のない射はどのようにあるべきかと思い
求めること。善とは、心を鎮め、平常心
を保つこと。美とは、人間として、心を
清らかにし、礼を重んじて弓に向かい合
うこと。これは、弓道に限らず仕事にお
いても通じるものがあり、これからも

「真・善・美」を目指し精進していきた
いと思う。　　　　　　　　　　　（和）

近森会グループ
外来患者数
新入院患者数
退院患者数
近森病院（急性期）
平均在院日数
地域医療支援病院紹介率
地域医療支援病院逆紹介率
救急車搬入件数
　うち入院件数
手術件数
　うち手術室実施
　　うち全身麻酔件数

18,297 人
1,026 人

982 人

13.68 日
74.31 %

158.40 %
542 件
288 件
463 件
306 件
180 件

2017 年 11 月の診療数  システム管理室

◦ 2017 年 11 月  県外出張件数 ◦
件数 66 件　延べ人数 108 人

　　　　　　　　　　　　①所属②出身地
　　　　　　　　　　　　③最終出身校
④家族や趣味のこと、自己アピールなど

　　　　　　　　　　　　①所属②出身地
　　　　　　　　　　　　③最終出身校
④家族や趣味のこと、自己アピールなど
ニューフェイス

 2017 年 11 月受入分

WHO classification of tumours of 
haematopoietic and lymphoid tissues 
rev. 4th ed / edited by Steven H. 
Swerdlow (et al.)
胃癌取扱い規約 第 15 版／日本胃癌学
会（編）
入門・医療倫理改訂版／赤林朗（編）
医師ともっと話せるようになるための
基本的臨床医学知識／杉田直哉（他編）
 
日本医師会雑誌 第 146 巻特別号 (2) 生
涯教育シリーズ 93 環境による健康リ
スク／村田勝敬（他編）
呼吸器ケア 2017 冬季増刊オールカ
ラー ナース・研修医が必ずぶつかる
人工呼吸管理の「わかりません！」を
29 人の腕利きエースが解決する本／
中根正樹（監）

◦

◦

◦
◦

《別冊・増刊号》
◦

◦

図書室便り

人 の 動 き 敬称略

お め で と う
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人物ルポ 327 ◦近森病院  消化器内科医師　梅下  仁さん

毎日を上機嫌に過ごせる秘訣

　将来の仕事について真剣に考えたの
は高校 3 年生になってからだった。医
学部を目指すにしては、馬力のかかる
のが少々遅かったのかも知れない。
　が、これがいかにも梅下先生っぽく、
しかも毎日を上機嫌に過ごせる秘訣に
もなっているフシがある。
　というのも、梅下先生は親をはじめ
周りの人みんなを大好きで、しかも、
みんなと仲良し。今でもそうで、昔か
ら…。人間関係良好だから自分に合う
ペースで事を運びやすく、従っていつ
も心平坦に過ごせることにも繋がる。
　進路選択にしてもゆっくり決めた
が、浪人して見事に初志を貫いた。こ
の達成感や、やりきった感が先生独特
の穏やか、ほんわかオーラに熟成され、
成長した今、患者さんにもスタッフに
も好かれる大きな要因になっているよ
うだ。しかも、ほんわかながら、冷静
な判断でスルドイ対応をとる印象もあ
り、周りからは信頼されるのだろう。

好循環を生む仕事のやり甲斐

　「自分に合うペース」で事を運べる
のは中学時代以来社会人となった今日
までもずっと続けている卓球にも当て
嵌まる。クラブ活動で選んだ卓球が、
少しずつ面白くなり、医学生になった
ころに「没頭！」に達する。高知大学
医学部の岡豊キャンパスと朝倉キャン
パスを自分の運転する車で行き来し
て、いまでも感覚の残る達成感をしば
しば味わったようだ。
　医学生が学業を疎かにできるはずも

なく、それでもプラスアルファにこれ
だけ情熱を注げたのは、周りの空気に
流されることなく、何が自分を幸せに
するかの要素に素直に振る舞えたため
といえるのではないだろうか。
　卓球の練習量は自分を裏切らないと
実感でき、しかも通常の一般的な練習
メニューよりも「自分に合う練習方法」
を見つけて上手になったという手応え
を掴めると、ますます面白くなる。
　大学を卒業して 6 年半経過した現在、
仕事の基本には内視鏡をいかに上手に
正確に操作できるか、がある。操作の
上達を実感できればそれが仕事のやり
甲斐に繋がり、つまり患者さんやご家
族の信頼をも得られるようになるだろ
う。この好循環が、仕事でのスタッフ
との人間関係にも私的な面でも好まし
い効果をもたらしているようだ。
　自分のペースで物事を考えられ、常
に上機嫌なタイプだからといって、日
常にイライラすることがないかといえ
ば、むろんそう甘くはない。「むしろ、
いっぱいイライラしてしまいます」。
が、「イライラしている自分にイライ
ラする」から、「できるだけ意識して
上機嫌でいたい」と、自身に言い聞か
せる場面も多い、ということらしい。
感情をコントロールできる「大人」な
のだ。

適当な距離感を心がけたい

　医療のスタンスとしては、患者さん
との最初の出会いで信頼関係をどう築
くかの土台が決まるから、とくに大事
にしたいと考えているという。
　近づき過ぎず、かといって離れ過ぎ

ず、「適当な距離感を保つことを心
がけたい」というのが、基本的な
姿勢である。
　さらに、常に患者さんの背景を
考慮するということを、上の先生
方からもよくいわれ、「背景を考慮」
とはどういうことかを「想像力逞
しく考え、方向性を検討できる」
ことこそ、自分の強みにしたいと
も考えている。

穏やか、ほんわかオーラで、上機嫌に

▲仲良し家族で、四国霊場 31 番札所五台山竹林寺へ

▲内視鏡検査を終え、患者さんとご家族に病
状を説明中

上機嫌力の源

　家に帰れば、医師の妻と二人の娘に
囲まれ、「何から何まで子ども中心の
生活」になっている。けれど、それが「何
よりもいちばん楽しいとき」だと本当
に嬉しそうに頬を緩められるから、こ
れ以上の倖せはないだろう。力強い上
機嫌力の源は、やはり家族なのだ。

消化器学会で連続受賞

　日本消化器病学会では、研修医奨励
賞も専修医奨励賞も連続受賞した。「こ
れは上の先生方の指導のお蔭で取れた
賞です。でも患者さんにはよくやって
いると思ってもらえるかも知れません

（笑）」と、笑顔はまさに上機嫌力炸裂。
　症例数が多く、従って内視鏡検査の
機会も多く、いまは「自分の腕が上がっ
てきていると思えるのが励みです」と、
そのほんわかオーラで周りにいっぱい
倖せを運んでくれているようだ。
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　2017 年 11 月 12 日（ 日 ）、 近 森 病
院管理棟 3 階で行われた「心臓血管
ウェットラボ」という勉強会にインス
トラクターとして参加する機会を頂き
ました。ウェットラボとは、無菌豚
の心臓を用いて循環器領域の解剖や検
査、最新治療を学ぶ勉強会で、隔年ご
とに開催されており今回で 7 回目を迎
えます。
　実物を目で見て触れることが出来る
勉強会とあって、受講者は応募多数の
中から抽選で選ばれ、高知県内だけで
なく岡山・神戸からも受講者が集まり、
幅広い職種（看護師医師、研修医、理
学療法士、臨床工学技士、検査技師、
薬剤師、栄養士、事務、看護学生）の

方が参加されました。インストラク
ターとしては、心臓血管外科、循環器
内科、放射線科、病理診断科、麻酔科
の先生が県内外から参加、またスタッ
フやメーカーの皆さんを含めると総勢
193 名という大規模な会でした。
　今回の内容としては、豚の心臓をメ
ス・ハサミで開きながら心臓の解剖を
一通り学んだ後、「心エコー実習、人
工弁置換術、CABG、PCI、心臓病理、
Maze 手術、アブレーション、ステン
トグラフト、TAVI」の各ブースをロー
テーションする方式で、午前 9 時から

午後 4 時まで
みっちり勉強
されました。
　各ブースで
デ バ イ ス の
実物に触れた
り、実際に血
管縫合手技を

体験したりと、受講者の皆さんは普段
出来ない体験が出来たことで、目を輝
かせながら実習されていました。様々
な職種の方々が集まり、お互いに刺激
を受けた良い機会であったと思いま
す。休日にも関わらず、インストラク
ターの先生方も熱心に指導しているの
が印象的で、スタッフの方々の入念な
準備のおかげでスムーズに一日が終了
しました。
　最後になりましたが、私は今年 4 月
より杏林大学病院から地元である土佐
市・井上病院に赴任してきました（慢
性血栓塞栓性肺高血圧症に対するカ
テーテル治療が専門です）。
　高知県の循環器医療に対する皆さん
の熱い情熱を、実感できた良い機会で
あったと思います。これからも皆さん
のお力になれるよう頑張りたいと思い
ます。

　　　　   いしぐろ　はるひさ

医療法人広正会  井上病院理事長
　　　　　　　　　  循環器内科　石黒  晴久  先生

「見て、触れる」最高の機会
　　第 7 回心臓血管ウェットラボに参加して

▼アブレーション手技の体験

▼冠状動脈への血管吻合

◀豚心臓の解剖

▼本物の人工弁を用いての弁置換術 各施設からの参加者

特別寄稿　第 7 回心臓血管ウェットラボ　 2017 年 11 月 12 日

　県内外の主要な施設から多くの
方にお越しいただきました。単に
勉強だけではなく、医療者同士の
交流の場にもなったと思います。
今回抽選にもれた方は、ぜひ次回
にご参加ください。
　 （近森病院副院長
　 心臓血管外科主任部長　入江博之）

【参加人数】
　院内 101 人＋院外 92 人 =193 人

【今回のウェットラボは有意義でしたか】
参加者アンケートより




